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本日の御議論

• 再エネの導入拡大に伴い、再エネの円滑な系統接続を進めるため、既存系統を効率的に活用すべく、平

常時における系統混雑時の出力制御を条件に新規接続を許容するノンファーム型接続の導入を進めてき

た。

• 系統制約による再エネの出力制御は、足下では発生していないものの、2025年1月には、東京電力パ

ワーグリッド管内の基幹系統で系統混雑が発生し、再給電方式（一定の順序）に基づく、調整電源（火

力発電所）の出力制御が実施された。

• また、2024年10月末時点のノンファーム型接続の接続契約申込みは全国で約2,600万kWとなっており、

今後、ノンファーム型接続の接続量が更に増加すれば、他のエリア・系統においても混雑が発生するこ

とが想定される。

• ノンファーム型接続の導入が増加している中で、1受電地点に出力制御順位の異なる電源種が混在する

形態も確認されている。当該形態における出力制御方法について、第51回系統ワーキンググループで御

議論いただいたところ、下記のケースにおける対応について御議論頂きたい。

ー発電契約者が簡略化を希望する場合における出力制御方法

ー併設蓄電設備が系統充電する場合の出力制御方法
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（参考）東京電力パワーグリッドにおける系統混雑の実績

調整電源の出力制御に関する速報

対象系統 房総変電所 500/275kV 変圧器
（1バンク）

日時 2025年1月6日
12:00～12:30
13:30～14:00
14:00～14:30

概算出力制御量 150MWh

系統混雑に関する情報

（出所）東京電力パワーグリッドHP 基幹系統（275kV以上）空容量マッピング
（2025年1月14日時点）より抜粋

（出所）東京電力パワーグリッドHP 系統混雑による出力制御の実施状況に関する情報
（2025年1月14日時点）



１受電地点に出力制御順位の異なる電源種が混在

する場合の出力制御方法

4



5

１受電地点に出力制御順位の異なる電源種が混在する場合の
出力制御方法

• 第51回系統ワーキンググループ（2024年5月24日）において、1受電地点に出力制御順位の

異なる電源種が混在する場合は、電源種毎に出力制御を行うことが基本と整理した。

• 他方、発電契約者が電源種毎の出力制御機器の設置及び発電計画の提出等の簡略化を希望す

る場合には、出力制御ルールにおける事業者間の公平性を踏まえつつ、取り得る出力制御方

法とすることとされた。

• また、蓄電設備が併設する場合で、併設蓄電設備が系統からも充電する場合の出力制御ルー

ル上の扱いは、引き続き検討を深めることした。

• 今回はこれらの出力制御方法について御議論頂きたい。



6

（参考）１受電地点に出力制御順位の異なる電源種が混在す
る場合の出力制御方法（第51回系統ワーキンググループ）

（出所）第51回系統ワーキンググループ（2024年5月24日）資料2
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発電契約者が簡略化を希望する場合における出力制御方法

• 発電契約者が電源種毎の出力制御機器の設置及び発電計画の提出等の簡略化を希望する場合、

発電所単位で出力制御ルール上の電源種を一つと見做すこととが考えられる。

• この際、基本の対応を行う事業者との公平性を考慮すると、発電契約者が簡略化を希望する

場合には、全体を最上位(制御優先度が高い)の電源種の出力制御順位で出力制御を行うこととして

はどうか※1。

※1：需給制約による出力制御についても同様の対応を想定

発電契約者が簡略化を希望する場合の出力制御順位

出力制御順

① 調整電源の出力制御

② ノンファーム型接続の一般送配電事業者があらかじめ調整力として確保していない電源の出力制御

③ ファーム型接続の一般送配電事業者があらかじめ調整力として確保していない電源の出力制御

④ ノンファーム型接続のバイオマス電源（専焼、地域資源（出力制御困難なものを除く））の出力制御

⑤ ノンファーム型接続の自然変動電源（太陽光、風力）の出力制御

⑥ ノンファーム型接続の地域資源バイオマス電源（出力制御困難なもの）および長期固定電源の出力制御

PV

最大出力
（設備容量）
1000kW

（ノンファーム）

バイオ

最大出力
（設備容量）
500kW

（ノンファーム）

【設備構成】 簡略化希望
⇒全体を④の順位で制御

【系統制約における出力制御ルール】

⑤ ④

（系統）



8

併設蓄電設備が系統充電する場合の出力制御方法
• 併設蓄電設備が系統充電する場合において、系統側から蓄電設備に充放電される電気は、系統用蓄電池と同じ順位で放電を

制御することが望ましいと考えられる。

• 他方、出力制御時に併設電源から蓄電設備への充電ができない、といった課題を発生させず、蓄電設備の放電を厳密に制御

するためには、一般送配電事業者側及び電源側のシステム・設備の更新等に多大な費用や期間を要することが想定されるた

め、併設電源及び蓄電設備を出力制御ルール上の電源種を一つと見做すことが現実的に取り得る方法と考えられる。

• この際、基本的に併設蓄電設備は再エネに導入されると考えると、再エネ最大活用の観点から、併設蓄電設備が系統充電す

る場合は、併設蓄電池設備が系統充電しない場合と同様に、併設電源の出力制御順位で出力制御することとしてはどうか※1。

• なお、出力制御順位の不当なコントロールを防ぐため、併設蓄電設備が当該発電所の主たる電源となる設備構成※2の場合は、

発電契約者が簡略化を希望する場合と同様に、全体を最上位(制御優先度が高い)の電源種の出力制御順位で出力制御するこ

ととしてはどうか※1。

※1：需給制約による出力制御についても同様の対応を想定
※2：例えば、蓄電設備の定格出力が併設電源の定格出力を大きく超えるケース等

併設蓄電設備が系統充電する場合の出力制御順位

出力制御順

① 調整電源の出力制御

② ノンファーム型接続の一般送配電事業者があらかじめ調整力として確保していない電源の出力制御

③ ファーム型接続の一般送配電事業者があらかじめ調整力として確保していない電源の出力制御

④ ノンファーム型接続のバイオマス電源（専焼、地域資源（出力制御困難なものを除く））の出力制御

⑤ ノンファーム型接続の自然変動電源（太陽光、風力）の出力制御

⑥ ノンファーム型接続の地域資源バイオマス電源（出力制御困難なもの）および長期固定電源の出力制御

PV

最大出力
（設備容量）
1000kW

（ノンファーム）

蓄電設備

最大出力
（設備容量）
500kW

（ノンファーム）

【設備構成】
【系統制約における出力制御ルール】

⑤ ②

系統充電する場合
⇒全体を⑤の順位で制御

（系統）
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